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貧困・格差社会の是正へ
2015年度 自治体要請行動を始動

て、生活保護制度の生活扶助基準の大幅引き下
げによる就学助成制度など地方単独事業の維持・
充実、高齢低所得単身者の実態把握と必要な施
策の検討実施、経済的理由を原因としない就学
機会の均等に向けた奨学金制度の改善・充実を
図ること。また、来年４月１日から本格実施と
なる生活困窮者自立支援制度の体制整備として、
生活困窮者の支援のための相談体制を必須事項
のみならず、生活・就労を包括的伴走的に支援
する体制整備のためにも部局横断的・官民協働
的な体制を構築し、幅広いネットワーク機能を
合わせ持つよう整
備すること。北陸
新幹線開業による
遠来者の増加をも
見据え、県民をは
じめ遠来者におい
ても一層安心して
食を楽しみ生活を
送れるよう「食の
安全・安心に関す
る条例」の制定な
どについて要請す
るもので、どれも切に実現が望まれるもの。
　懇談会では、要請内容については一定の理解
が得られたが、平成の大合併から 10 年を迎え合
併特例債、地方交付金の減少を控え財政基盤の
弱体化が予想される中にあり、要請内容は理解
できるが厳しい財政事情から実現には難しさが
伺えるようであった。この後、10 月 27 日（月）
から、野々市市を最初に県内各自治体に要請を
行うこととしており、11 月 11 日（火）の金沢市長、
26 日（水）の石川県知事への要請で全ての自治体
に対する要請が終了する予定。

　労福協は、県内各自治体の 2015（平成 27）年
度の予算措置を前に各市町への政策制度などの
要請活動を行っているが、これに先立ち、９月
22 日（月）に石川県市長会及び石川県町長会を訪
ね要請内容について説明した。次いで、10 月８
日（水）の石川県議会及び金沢市・かほく市・内
灘町議会議員懇談会、翌日には加賀地区自治体
担当者会議、加賀市・小松市・白山市・野々市
市議会議員懇談会、14 日（火）に能登地区自治体
担当者会議、羽咋市・七尾市・輪島市・珠洲市・
志賀町・中能登町議会議員懇談会を開催した。
　この要請行動は、労働者をはじめとする生活
者がより安心・安全な暮らしを実現できるよう
政策の充実・改善などを求めるもので、各自治
体首長に要請する事前の説明会としたもの。
　今年は、格差・貧困社会の是正、ナショナル
ミニマムの保障、セーフティネットの強化とし

能登地区議員団懇談会

加賀地区自治体担当者会議

能登地区自治体担当者会議

県･金沢･かほく･内灘議員団懇談会
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（10 月 25 日現在）

開催日 曜日 　　　　行　　事 　　会　　場
10月26日 日 勤文協 第 64 回勤労者美術展　表彰式・合評 めいてつ・エムザ催事場

27日 月 自治体要請　加賀地区自治体首長要請 野々市市以南各自治体
29日 水 　　〃　　　能登地区自治体首長要請（～ 30 日） 津幡町以北各自治体
31日 金 勤文協 第 64 回勤労者美術展特別展（～ 11 月 9 日） 石川県庁 19 階展望ラウンジ

11月4日 火 労福協 第４回三役会議 フレンドパーク石川
5日 水 労福協 第５回理事会 フレンドパーク石川
6日 木 中部労福協 役職員研修会（～ 7 日） 静岡県
〃　 〃 白山市 仕事と生活が調和する優良作業所選考委員会 白山市役所

11日 火 勤体協 平成 26 年度常務理事会 フレンドパーク石川
〃　 〃 自治体要請 金沢市長要請 金沢市役所　兼六

13日 木 全国会館協議会 2014 年度第１回幹事会（～ 14 日） 滋賀県
17日 月 第 14 次蘇州市総工会代表団との意見交換会 フレンドパーク石川
〃　 〃 　　　　　　　〃　　　　　との労働者文化交流会 　　　　〃　　　　
〃　 〃 　　　　　　　〃　　　　　歓迎レセプション ANA クラウンプラザホテル金沢
〃　 〃 　　　　　〃　　　　　訪日団各団体・施設等視察（～ 21 日） 金沢市内　東京−大阪

23日 日 大衆運動活動家合祀追悼会 金沢市卯辰山ほか
26日 水 自治体要請 石川県知事要請 石川県庁
28 日 金 中央労福協 第６回加盟団体代表者会議 ホテルラングウッド
〃　 〃 連合石川 第 26 回定期大会 労済会館

12 月 5 日 金 第 45 回石川県消費者大会 地場産振興センター本館
８日 月 労福協 第 11 回 LSC 研修会（～ 9 日） 七尾市
９日 火 北陸３県連合・労福協・北陸労金連絡会議 金沢都ホテル
〃　 〃 中部ブロック会館協 第２回幹事会～ 10 日） 富山市

11 日 木 労福協 第６回理事会 フレンドパーク石川

これからの行事予定

　労福協・ライフ・サポートセンターは、委員等
９名全員の参加で第２回 LSC 活性化委員会を開
催した。
　委員会の進行を務める浅野正労福協専務理事
が、前回委員会における課題の洗い出し・整理に
先立ち各地域ライフ・サポートセンターでの聞き
取り調査結果について報告するとともに、今後の
進め方について提案、確認された。
　調査結果は８項目に分類整理して報告され、そ
れぞれの項目ごとに質疑がされた。

　ろうふくきょう・子育てネットと労福協ライフ・
サポートセンターは、10 月 11 日（土）金沢市粟崎
の五郎島地区において、「親子いも掘り交流会」を
開催した。
　交流会には、子育てネット会員を含めた 45 家
族 152 名の親子が参加し、狩山久弥労福協理事
長の「いも掘り交流会を通じて、親子の触れ合い・
絆を深める機会として大いに楽しんでいただきた
い。」との挨拶の後、いも畑に移動した。
　今日のために丹精込めて芋を育ててきた生産
者の忠村喜恵長氏から芋掘りの手順が説明され、
早速、大きく実った金時芋を掘り出した。
　参加した親子は、昨年よりも実入りの良い大き

LSC活性化委員会

いも掘り交流会

　今後は、各ライフ・サポートセンターの意向と
調査内容に齟齬がないか確認のうえ調査結果と
して、労福協理事会に中間報告するとともに、ラ
イフ・サポートセンターの研修会での意見交換へ
と進める。
　その後、調査結果に全体の意見など折り込み
取りまとめて委員
会の提言案とし、
来年度の活動方針
に反映できるよう
進めて行くことと
した。

な金時芋を丁寧に掘り出し、掘りたての芋を手に
記念写真を撮る家族など、それぞれに芋掘りを楽
しみつつ、またたく間にたくさんの芋を収穫した。
　芋掘りの後は、畑の中に仕立てた休憩場所で、
スタッフが準備した「掘りたての五郎島金時の
入ったメッタ汁」と持参したお弁当を親子で囲み
ながら、ひと時の間、自然の中で親子の触れ合い
を更に深めた。
　親子で掘り出
した五郎島金時
芋 は、 一 家 族
4kg のお土産と
して渡され、親
子の交流会を終
了した。
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　労福協ライ
フ・サポート
セ ン タ ー は、
10 月８日（水）
金沢市民芸術
村 の「 大 和 町
広場」におい
て、 第 12 回
福祉グラウンド・ゴルフ中央大会を開催した。
　大会には、県内各地域ライフ・サポートセン
ターの予選を勝ち抜いてきた選手 240 名と県障
害者スポーツ協会の予選を勝ち抜いた 30 名の
選手、合計 270 名が参加して行われた。
　狩山久弥石川労福協理事長、杉森重廣県障害
者スポーツ協会副会長が、それぞれ開会の挨拶
と始球式の後、鈴木正美全労済石川県本部専務
執行役員の合図で一斉にプレーを開始した。
　今年も台風の襲来で天候が心配されたが、良
好なコンディションの中で行われた大会は、健
常者と障害者がともに真剣な中にも和気あいあ
いと競技が行われ、故障者を出すこともなく、
順調に全員が競技を終えた。
　その後の表彰式では、柚木光北陸労金石川県
本部長と中村栄一全労済石川県本部長がプレゼ
ンターとなり、団体戦上位５位までと個人戦の
上位者を各々表彰した。
　浅野正石川労福協専務理事の閉会挨拶の後、
表彰されなかった選手を対象にしたお楽しみ抽
選会を最後に行い大会が終了した。
＜団体戦＞優勝：河北 LSC「D」373 点、準優勝：
白山野々市 LSC「A」378 点、３位：羽咋 LSC「A」
381 点、４位：小松能美 LSC「小松 A」384 点、
５位：河北 LSC「B」384 点
＜個人戦＞＝男子＝優勝：宮本良一（小松能美）、
準優勝：浜田健二（河北）、３位：稲荷益男（羽咋）、
４位：笠谷博（河北）、５位：林孝輝（金沢）、６
位：石原茂保（金沢）、７位：坂本正昭（七尾鹿島）、
８位：助田俊勝（小松能美）、９位：渡辺忠徳（金
沢）10 位：成正外志（白山野々市）＝女子＝優勝：
新谷正子（金沢）、準優勝：佐藤信子（河北）、３位：
坂上晴枝（金沢）、４位：中田一子（金沢）、５位：
上本登喜子（白山野々市 A）

　 中 部 地 区 ２ 府
10 県で構成する
中部労福協は、10
月６日（月）から７
日（火）に、奈良市
において「2014 年
度中部労福協研究集会」を開催した。
　この集会は、中部労福協役職員のスキルアッ
プと情勢の再認識をするため毎年開催している
もので、石川県から中村栄一全労済石川県本部
本部長、溝田勝北陸労金石川県本部担当部長、
森屋達夫労信協事務局長、浅野正労福協専務理
事の４名を含む 63 名が参加した。
　集会１日目は、下田祐二連合総合組織局長が

「『ライフサポート事業の検証に向けて～ワンス
トップ推進実務者会議の再開』として、2003 年
に『連合 21 世紀ビジョン』のもと、『連合評価委
員会』の提言による“目に見える運動”構築のた
めに地域協議会の改革の意義や、2005 年の４
団体合意に基づく『勤労者の暮らし全般にかか
わるサポート事業の具体化』の取組み」を報告し
た。
　続いて、笑工房の小林康二氏が「『60 歳は３度
目の成人式だ』として、本人自身の組合役員経
験を踏まえ、芸能界の雇用や賃金の厳しさを挙
げながら、今日的課題である非正規労働者の処
遇改善の求め」を笑いを交えながら講演した。
　二日目は、「奈良県の少子化問題と若年者雇用
について」を地元の山岡伸幸奈良県産業・雇用振
興部雇用労政課長が、「日本は 2050 年には人口が
１億人を下回り、約半分の自治体が消滅する恐れ
がある。奈良県は、出生率が全国平均より低く婚
姻率も低い。さらに、奈良県も多くの若者が都会
へ移動している。今年８月に『奈良県地方再生本
部』を立ち上げ、少子化問題をはじめ産業、仕事、
まちづくり、健康長寿な幅広い分野で若者の雇用
の安定化と結婚・子育て環境の改善に取り組んで
いる。」と、奈良県の取り組みを報告をした。
　この集会で中央労福協が推進する「生活底上
げ・福祉強化キャンペーン」の活動に新たな刺
激が加わるものとなった。

労福協専務理事　浅野　正

福祉グラウンド・ゴルフ中央大会 中部労福協研究集会
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『第64回勤美展』開催
　石川県勤労者文化協会は、10 月 22 日（水）
金沢市武蔵のめいてつエムザ８階催事場にお
いて第 64 回石川県勤労者美術展（石川県、勤
文協共同開催）を開催した。
　勤美展は、主催者、来賓等によるテープカッ
トで開場し、日本画、洋画、書道、写真、手
工芸の各部門から出品された計 230 点の全作
品が一堂に展示・公開された。

　また、会場には、池坊、草月の各流派から
生花が生けられ会場に彩りを添えた。
　展示は、10 月 26 日（日）に表彰式・合評を
行い同日に閉幕する。
　今回、厚生労働大臣賞、石川県知事賞、石
川県議会議長賞を受賞した作品計 15 点は、
10 月 31 日（金）から 11 月９日（日）まで県庁
19 階ロビーにおいて特別展示される予定。

勤文協

厚生労働大臣賞
『朱夏』

助実 孝子〈金沢市〉

洋画
『貝よ』

田中 宏見〈金沢市〉

石川県知事賞
『白王獅子』

南　 京子〈金沢市〉

書道
『章孝標詩』

前川 宣代〈金沢市〉

勤文協会長賞
『彩づく刻』

高野 郁子〈野々市市〉

写真
『錦秋』

冨澤 　進〈かほく市〉

日本画
『月の舟』

橋本 京子〈金沢市〉

金沢市長賞
『パリのひととき』

近藤 　恵〈金沢市〉

手工芸
『手桶風花生け』
島村 廣志〈金沢市〉

日 本 画

奨 励 賞
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厚生労働大臣賞
『父のひと休み』
長谷田 規子〈金沢市〉

石川県知事賞
『夜の片町サンドイッチマン』

越森 　剛〈金沢市〉

勤文協会長賞
『時代と世代』
川﨑 豊一〈金沢市〉

金沢市長賞
『午刻の午』

澤田 幸男〈金沢市〉

洋 　 画

厚生労働大臣賞
『満天』

義浦 平八〈金沢市〉

石川県知事賞
『妻籠宿』

山田 輝史〈金沢市〉

勤文協会長賞
『REN』

安藤 さおり〈能美市〉

金沢市長賞
『銀杏並木』

野川 志麻子〈金沢市〉

手 工 芸

厚生労働大臣賞
『静寂』

土山 美枝子〈金沢市〉

石川県知事賞
『精霊のささやき』
星名 　哲〈かほく市〉

勤文協会長賞
『ハッピースマイル』

西村 俊明〈金沢市〉

金沢市長賞
『煌く』

福村 　彰〈金沢市〉

写 　 真

厚生労働大臣賞
『室生犀星詩　犀川』

辰田 佳寿子〈金沢市〉

勤文協会長賞
『藤村詩』

宇野 緋紗子〈金沢市〉

金沢市長賞
『徳』

木戸 博子〈白山市〉

石川県知事賞
『春山勝事多し』
村上 ルミ子〈金沢市〉

書 　 道
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錦城学園祭でボランティア
　加賀地域 LSC は、９月 20 日（土）多くの利用
者とその家族、一般者が参加して開催される錦
城学園の学園祭に今年も参画し、バルーンアー
ト、ポップコーン、ヨーヨー釣りのコーナーを
設置・担当した。
　加賀市内の錦城学園で行われた学園祭は、稲
坂錦城学園園長の開会挨拶で始まり、錦城太鼓・
バンド演奏・ダンスが繰り広げられる学園祭ら
しい活気のある雰囲気で行われた。
　担当のコーナーは、幹事等 10 名が受け持っ
て運営に当たり、活気に相まって盛り上がる中
で「ぶんちゃんの作るバルーン」はとても好評で、
食い入るように見ている人や、バルーンをもら
いとても感激している人
とそれぞれに楽しんだ。
　また、ヨーヨー釣り
は男女、子どもを問わ
ず好評で、１人で４個
も釣ったり、自分の欲しい色を何度も狙ってみ
たり、とても楽しそうだった。さらに、ポップ
コーンも好評で「親（保護者）も頂いてもいいで
すか？」と尋ねる方や、「２個目なんですが・・・」
と遠慮しながら持って行かれる方など、多くの
方が喜んでいただける催しとなった。
　そして、最後にお楽しみ抽選会が行われ、無
事に学園祭を終えることが出来た。
　今後もこのような活動を通じて地域貢献と活
動アピールをしていけたらと思います。

加賀地域LSC事務局長　永井　達也

第３回チャリティゴルフ
　加賀地域ライフ・サポートセ
ンターは、10 月４日（土）第３回
チャリティコンペを片山津ゴル
フ倶楽部山代山中ゴルフ場で開
催した。
　前日の雨も上がり絶好のコンディションとなる
はずが、当日はかなりの強風、そして昼過ぎには
10 分間ほど雨にも見舞われる天候での中、総勢 31
名の参加者は、四苦八苦しながらもプレーを楽し
んだ。
　参加者から寄せられたチャリティ募金は　
31,500 円となり、来年３月に福祉施設に寄付する
予定です。この様な活動を通して、今後も LSC の
活動をアピールしていきたいと思います。　
　成績上位は、優勝：奥村賢志、準優勝：橋本勇三、
第３位：松本吉晃

事務局長　永井　達也

第12回福祉グラウンド・ゴルフ中央大会地区
予選会を各地で開催
　河北地域ライフ・サポートセンターでは、９月
13 日（土）かほく市潮見台公園グラウンド・ゴル
フ場において 184 名が参加して熱戦を展開した。
　また、加賀地域ライフ・サポートセンターでは、
９月 20 日（土）いきいきランドかがにおいて秋晴

れのすがすがしい風
の中 52 名が参加し
て真剣勝負の中にも
笑いがあり和気あい
あいと競技が行われ
た。
　このほか、県内各地域ライフ・サポートセン
ターにおいても 10 月８日（水）の中央大会に向け
た地域予選会が開催され、派遣選手が選ばれた。

加賀 LSC

各 LSC

地域ライフ・サポートセンター活動
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第30回モデル写真撮影会
　加賀地
域 L S C
は 、 1 0
月 11 日

（土）加賀
市中央公
園 を ロ
ケーショ
ン に『 第
30 回 モ
デル写真撮影会』を行った。
　紅葉にはまだ少し早い時期ではあったが、天
候にも恵まれ、参加者達は思い思いにシャッ
ターを切っていた。
　総会時に多くの方の参加をお願いしていた
が、今回は 11 名の参加となり、期待した参加
者数とはならず、今後の課題となった。
　なお、この撮影会での写真などは、後日、写
真家の講師を招き講評会を行い、写真展として
展示会を行います。

加賀地域LSC　事務局長　永井　達也

芋作り体験収穫祭
　河北地域 LSC は、９月 27 日（土）かほく市い
きいき農園において、交流親子芋作り体験の収
穫祭を 26 家族 50 数名が参加して開催した。
　今年初めて畝の除草を軽減する農法として畝
全体を黒いビニールで覆うマルチ農法を一部で
取り入れたことで、マルチを行わない畝との収
穫量を比較した結果、マルチを行わない畝の方
が収穫量、大きさともに優っていた。しかし、
草むしりの手間を考えれば大きなメリットが
あったようだ。

第23回ソフトボール大会

　加賀地域 LSC は、10 月 25 日（土）『第 23 回
加賀地域 LSC ソフトボール大会』を片山津ソフ
トボール場にて行った。
　当日は天候も良く、スポーツの秋にふさわ
しい一日で、６チーム（65 名）が参加し、１試
合 50 分の試合時間でのトーナメント方式でプ
レーした。
　フェンス越えの特大ホームランが出るたび、
大きな歓声に沸いていたが、LSC としては、
近隣の家の窓ガラスが心配で、ハラハラ・ドキ
ドキとしていた。
　どの試合も接戦で、決勝戦では制限時間を過
ぎても勝敗が着かず、選手達はクタクタになり
ながらも、最後の力を振り絞り勝敗が着くまで
試合を続けた。結果は次の通りです。
優勝：県教職員組合加賀支部、準優勝：加賀村
田労働組合、三位：北陸労金大聖寺支店

加賀地域LSC　事務局長　永井　達也

加賀 LSC

河北LSC
　収穫した後は、芋の大きさ比べや長さ比べ、
そして焼き芋を作って収穫を味わうほか、ラッ
キー抽選を行い、芋作り体験を締めくくった。

河北地域LSC　吉川武久
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白山・野々市LSC
秋の研修旅行
　今年の夏の猛暑から一変し、肌身に涼しさ
が感じる候となり、LSC では体力の回復とこ
れからの冬の到来前に、肉体的、精神的に備
え、食と文化を満喫しようと、恒例の「秋の研
修BUS旅行」を10月25日（土）に企画実施した。
　当日は絶好の日よりで、参加者 35 名の方々
が、滋賀・福井方面へ「秋の野山や歴史深い街
並み巡り」を楽しんだ。道中は日常茶飯事のこ
と職場のこと等など会話も途切れることなく笑
いに包まれ、松茸・近江牛の食べ放題では会話
も少なく一生懸命でした。近江八幡街並みを自
由に散策し歴史を感じながら、身も心も豊かな
一日を過ごし、明日への糧とした。

白山・野々市LSC　会長　油省三

第33回勤労者団体登山
　10 月３日（金）～５日（日）、日本百名山であ
る福島県の会津駒ケ岳（標高 2,133m）を目指し
中高年男女 29 名が挑んだ。
　カラマツ、ブナなどの樹林帯急坂、駒ノ小屋か
らの木道を歩き頂上に到着し、その後、麓の檜枝
岐温泉に下山し疲れを癒し全員無事に帰還した。

近江八幡市の白雲館（旧八幡東学校）
明治初期に近江商人たちにより建てられた

第48回県勤労者秋季体育大会
《弓道大会》

10月13日：小松市桜木弓道場
◇団体
　①野々市市協会（小坂美恵子、中島充博、谷内正博）
　②鶴来弓友会③チームTKA
◇個人

　 ▽男子
　①谷内正博（野々市市協会）②浅野隆（鶴来弓友会）
　③登内政徳（チームTKA）

　 ▽女子
　①山鍬三千枝（内灘）②牧野マリ子（鶴来弓友会）
　③若狭友紀（窪川自動車）

フレンドパーク石川
入居者募集
所在地：金沢市西念３丁目３番５号
石川県勤労者福祉文化会館
（フレンドパーク石川）

詳しくは、お問い合わせ下さい。

構　造：鉄骨鉄筋造7階建て（2000年1月竣工）
場　所：7階フロアの一画
広　さ：107.4㎡（約32.5坪）（壁芯）
用　途：事務所
家　賃：317,000円 /月（税込、共益費含む）
その他：テナント専用駐車場なし
※25.5㎡（約7.7坪）の部屋もあります。


